










































 二十八歳、仁治三年、道源大徳より中院 伝法をなし、別流の瑜祇三重灌頂を け、事相教相の秘旨を聴聞す。
　
⑤














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 文安二年の東寺修造料足には天台に属する寺院が含まれて る。つまり、大瀧寺 には「此寺は顕宗在所たりといえども、御勧進に依り内々心落し、形の如く挙げて奉加せしむるものなり」とある。これは守護代の甲斐氏 力を頼りにせざるを得なかった訳だが、天台 属する平泉寺対策だったの なかったか。このことはとりもなおさず、現在は天台 属して いても過去に真言に属した経緯がある寺院や兼密禅である寺院も奉加に加わったことであろう。
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 永平寺においては如浄 教えは群を抜いて厳格なものであったから、ネットワークにより得られた臨済宗や諸宗の情報は、現在の北朝鮮のような状況に似ていると思える。つまり、懐奘 道元亡き後、動揺する檀越や僧たちに対する対応を練るためにも臨済宗や兼密禅の 向や具体的な内容把握に努める必要があったと考える。
・

























































































































































































































 鎌倉末期に宏智派と聖一派の交流が活発であり、邵元が 一派に転じること 軋轢はなかったようだ。
　
③
 元の崇聖寺の悟逸のもとに参じたのは、日本に渡来していた清拙正澄は法弟にあたることから、正澄 紹介状をたずさえ のことではなかったか。
　
④






 帰国を決断したのは越前に残した母親のことを夢に見たことであったが、帰国 時には既 母親は他界しており、夢を見た日が母の逝去日であったという。
　
⑦
 邵元の名は在元中に用いられて たが、聖一派の南山士雲や双峰宗源の門下の系字としては不自然である。在元中に契源を改め邵元と名乗った ではないか。
　
⑧
 帰国後に、天竜寺の夢窓会下 旧名契源で秉払を行ったのは、夢窓の勧誘があったことを物語っている。かっての縁故から聖一派に留まるべきか。宏智派に戻るべきか。夢窓の誘いを受けるべきか。この時期、身の振り方を思い悩ん た時期 はないか。
　
⑨



















































































































































































































































































（４）注 三三頁。（５） 「豊原寺縁起」 （文化庁編『白山を中心とする文化財
 福井県』文化庁、
一九七二年、七八～七九、 一〇〇～一一〇頁） 。




































師伝の研究」 （ 『義雲禅師研究』 ）一八五頁。
（
13）熊谷忠興「道元禅師越前入りの一考察」 （ 『宗学研究』四五号、 二〇〇三年、一〇九頁） 。
（




16）佐藤秀孝「越前永徳寺義準と意教上人頼賢―義準の永平寺僧団離脱後の動静について―」 （ 『宗学研究』 四五号、 〇〇三年、 一一五― 二〇 、 同 「永徳院義準と無量寿院義能―義準の永平寺僧団離脱事件について―」 （平井俊
榮博士古稀記念論文集刊行会編『三論教学と仏教諸思想―平井俊榮博士古稀記念論集』春秋社、二〇〇〇年、四八九―五一〇頁） 。
（





19） 「日本洞上聯燈録」第一のうち「越前州永徳院義準禅師」 （ 『大日本仏教全書
 第七〇巻』鈴木学術財団、一九七二年、三一〇頁） 。
（



































28） 「瀧谷寺伝法灌頂職衆定書」 （ 『瀧谷寺の文書と寺宝』一〇一頁） 。
（
29） 「瀧谷寺末 帳」 （ 『瀧谷寺の文書と寺宝』一〇八頁） 。
（








33） 「越前国真言新義諸寺院印形留帳」 （ 『瀧谷寺の文書と寺宝』一一九頁） 。
（












38）中尾良信「達磨宗の展開について」 （ 『禅学研究』六八号、一九九〇年、八三頁） 。
（
39） 石川力山 「越前波着寺の行方」 （ 『宗学研究 二八号、 一九八六年、 一二頁） 。
（
40）拙稿「越前の禅宗草創期について」 （ 『若 郷土研究』五三巻一号、
二〇〇八年、三一頁） 。
（











44）佐藤秀孝「入元僧古源邵元の軌跡（上） 」 （ 『駒沢大学仏教学部研究紀要』五四号、一九九六年） 同「入元僧古源邵元の軌跡（中） 」 （ 『駒沢大学仏教学部研究紀要』六〇号、二〇〇二年） 、同「入元僧古源邵元の軌跡（下） 」














 白山三社本地仏図（白山本地仏曼荼羅） 」 （ 『白山曼荼羅―描
かれた神々と観音信仰―』 （福井県立歴史博物館、二〇一四年、一〇八頁） 。
　　
［裏面貼り付け墨書一］
　　
奉寄進
　
白山三所御本地一鋪
　　
右御本尊者依為師近院主清尊法印（号財圓房□未）持尊某、雖奉感得之
　　
為豊原寺御常楽會、聖衆徒方房内勤行御本尊惣寺江奉寄進之處也、伏乞
　　
令法旧住寺院繁昌云々
　　
永正十三年丙子二月九日
『??????』（?????????）
49
池田
　
越前禅宗草創期における豊原寺との接点
　
―付
 越前出身僧
 古源劭元について―
　　　　　　　　　　
願主権小僧都顕成（学頭代
　
□□院）
　　
［裏面貼り付け墨書二］
　　
奉修復常楽會御本尊一鋪
　　
右享禄三年庚寅二月當行雖為鏡智房増幸順役為重服之間東光房祐弁代僧
　
仁勤之砌、以懇志奉表背衣之処也、伽藍安穏人法相續而巳
　　
開眼供養
　
圓福院顕成
　　
院主
　
法印
　
三光房叡𨥆
　　
寺家
　
権長吏
　
西方院覺教
　　
公文所
　
法印権大僧都行仙房覺興
　　
享禄三年庚寅二月廿一日
　　 　　　
安原谷東光房
　
當行権小都祐弁
（
47）角明浩「中世越前における豊原寺の再考察」 （ 『山岳修験』四八号、
二〇一一年） 。
）
『??????』（?????????）
